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要要  旨旨  

本研究の目的は、包括的な家族介護者のエンパワメント尺度の開発に向けた項目案の作成である。ま

ず、文献レビューと訪問看護師に対する半構造化面接により、構成概念および項目案を作成した。次に、

訪問看護師を対象としたデルファイ法調査を実施し、最終的な同意率を算出した。同意率を 50%に設定

し、「わかりやすさ」「重要性」が共に同意率 50%以上を超えた項目を A、「わかりやすさ」が 50%以上で

「重要性」が 50%未満の項目を B、「わかりやすさ」が 50%未満で「重要性」が 50%以上の項目を C、「わ

かりやすさ」「重要性」が共に同意率 50%以下の項目を D と分類し、最終的に A 判定が 25 件、C 判定が

3 件であった。この構成概念には、療養者だけでなく家族介護者が自身を大切にする要素と療養者と家族

介護者がお互いを思いやる要素が含まれている。これらの構成概念は、在宅で家族介護を継続するにあ

たり重要であると考えられ、あらゆる年代の家族介護者に調査を行い、家族介護者のエンパワメントの

内的整合性・再現性による信頼性の検討と内容妥当性・構成概念妥当性を確認し、尺度を開発する必要が

ある。 
 

キーワード：家族介護者、エンパワメント、尺度開発 
Keywords：family caregiver , empowerment , scale development 

 
Ⅰ．．緒緒言言 

令和 3 年度社会生活基礎調査 1）によると 15 歳

以上で日常的に家族を介護している人は、約 653
万人である。主な介護者と要介護者等の続柄は、

配偶者（22.9%）が最も多く、次いで、子（16.2%）

であり、45.9%が同居しており、65 歳以上の老々

介護が 63.5%を占める。同居の主な介護者は、女

性の配偶者（45.7%）が最も多く、終日介護をして

いる女性介護者は 74.5%である 2）。在宅介護を継

続するためには、介護の評価が否定的な側面だけ

でなく肯定的な側面からも捉えることが重要で

あると報告されている 3）。 

家族介護者が介護を肯定的に捉えるためには、

家族介護者が要介護者のみならず、自身の健康に

も気を配り、自らの判断で、介護に関連する様々

なことに対処できるようになっていく家族介護

者のエンパワメントに着目し、家族介護者自身が、

自らのエンパワメントを評価できることが重要

である。これまでに開発された家族介護者のエン

パワメント尺度は、疾患特異性 4）5）6）を考慮した

もの、中国人 7）を対象としたものや、要介護者へ

の介護力に焦点が当てられており、日本の家族介

護者の特徴を考慮した、包括的な家族介護者のエ

ンパワメント尺度は見られない。そのため、家族

介護者が、自身の健康にも気を配り、介護を肯定

的に捉える要素を盛り込んだ家族介護者のエン

パワメント尺度を開発し、家族介護者自身が、評

価できるようにする必要があると考える。 
本研究の目的は、療養者の疾患に影響を受けな

い包括性を考慮した、家族介護者エンパワメント

尺度の項目案の作成である。今後、家族介護者の

エンパワメント尺度の信頼性・妥当性が検証され

ることにより、家族介護者自身が、客観的に介護

をとらえることができ、家族介護者のエンパワメ

ントの弱い部分に焦点化した支援を受けること

に繋がる。これにより、家族介護者のエンパワメ

ントを促進する専門職の支援の質向上に繋がる

ことが期待できる。 
 

Ⅱ．．研研究究方方法法 
1．．項項目目原原案案のの作作成成 
1））文文献献レレビビュューー 
既存の家族介護者エンパワメントの研究から、

家族介護者エンパワメントの質問項目案を抽出

するために、医中誌で「家族介護者」・「エンパ

ワメント」のキーワードで検索を行った。また、 
PubMed 、 CiNii では「 family caregiver 」・

「empowerment」のキーワードで検索を行った。こ

れらにハンドサーチで得た文献を追加した。収集

した文献のうち、重複しているもの・入手不可能
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なもの・結果にエンパワメントの構成要素が含ま

れていないもの・会議録・解説・総説を除外した

結果、最終的に 15 編を分析の対象とした。15 編

の論文の結果に記載されているエンパワメント

の構成要素のうち、疾患特異的でなく共通性のあ

るものをコードとして抜き出し、意味の類似性・

相違性を検討し、サブカテゴリー・カテゴリー化

を行った。カテゴリーを家族介護者のエンパワメ

ント尺度の構成概念、サブカテゴリーを項目案を

とし整理した。 
2））訪訪問問看看護護師師にに対対すするる半半構構造造化化面面接接 

文献レビューで得られた構成概念が、家族介護

に重要なものであるかを再確認し、新規性を確保

するために訪問看護師に対する半構造化面接を

行った。対象は、訪問看護経験年数 5 年以上の訪

問看護師 6 名である。インタビューには、文献レ

ビューで明らかにした家族介護者のエンパワメ

ントの構成概念および項目案を参考に作成した

インタビューガイドを用いた。インタビューより

逐語録を作成し、逐語録を最小の意味に区切った

ものをコードとし、意味の類似性・相違性を検討

し、サブカテゴリー・カテゴリー化を行い、家族

介護者のエンパワメント尺度の構成概念および

項目案を抽出した。インタビューは、研究目的・

方法・研究に対する参加の自由、研究不参加によ

る不利益を被ることはないこと、個人情報の取扱

いについてインタビュー前に文書で説明し、当日、

口頭で説明ののち書面で同意を得た。インタビュ

ー中であっても、インタビューを中止し、同意を

取り消せるように配慮した。 
3））項項目目案案のの最最終終版版作作成成 

「1.文献レビュー」と「2．訪問看護師に対する

半構造化面接」で得られた構成概念および項目案

を意味の類似性・相違性を考慮して統合し、構成

概念についても再検討した。 
2．．デデルルフファァイイ法法をを参参考考ににししたた 2 回回のの質質問問紙紙調調査査 

調査前に、質的研究および尺度開発の経験があ

る研究者と家族介護者エンパワメントを獲得す

る順番も考慮した、各種構成概念の質問項目案の

表現を検討し修正した。デルファイ法では、標準

的な合意の割合は存在しないとされており 8）デル

ファイ法でのコンセンサスを示す同意率は、研究

者によりさまざまである。本研究では、訪問看護

師の意見を幅広く取り入れるため、回答者の半

数を超えるレベルとして、同意率を 50%に設定し、

「わかりやすさ」「重要性」が共に同意率 50%以

上を超えた項目を A、「わかりやすさ」が 50%以

上で「重要性」が 50%未満の項目を B、「わかり

やすさ」が 50%未満で「重要性」が 50%以上の項

目を C、「わかりやすさ」「重要性」が共に同意

率 50%以下の項目を D と分類した。質問紙調査

は、無記名での回答とし、個別に同封の返信用封

筒で、質問紙の返送をもって研究参加の同意をし

たと判断することを文書で説明した。 
1））第第一一回回調調査査 
第一回調査では、家族介護者が回答することを

想定した際、質問項目案の「わかりやすさ」と「重

要性」それぞれを 5 段階のリッカートスケールで

回答を求める質問紙を作成し、訪問看護師 100 名

を対象に調査を行った。リッカートスケールは

「5：とてもわかりやすい」〜「1：とてもわかり

にくい」と「5：とても重要だ」〜「1：まったく

重要ではない」に設定し、5 点と 4 点を「わかり

やすい」「重要である」と判断し、合計得点を算

出した。各項目について自由記述欄を設け、項目

に関する意見を収集した。項目を修正する際は、

回答する全ての家族介護者が、質問の意図を同じ

ように理解できるのか・項目の表現は理解しやす

いものであるかという点に注意した。 
2））第第二二回回調調査査 
 第二回調査では、第一回調査の項目案を修正し

た。より多くの訪問看護師の意見を反映した結果

を得るために、訪問看護師 30 名を対象に調査を

行った。第二回調査では、4 段階のリッカートス

ケールで回答を求める質問紙を作成した。リッカ

ートスケールは「4：とてもわかりやすい」〜「1：
とてもわかりにくい」と「4：とても重要だ」〜「1：
まったく重要ではない」に設定し、4 点と 3 点を

「わかりやすい」「重要である」と判断し、合計

得点を算出した。各項目について自由記述欄を設

け、項目に関する意見を収集した。 
 本研究は、大阪大学医学部附属病院倫理審査委

員会（No.220084-2022 年 6 月 6 日）の承認を得て

実施した。 
 
Ⅲ．．結結果果  
1．．項項目目原原案案のの作作成成 
文献レビューにより 15 編の文献のレビューか

ら家族介護者のエンパワメント尺度の構成概念

および項目案を抽出したところ、家族介護者のエ

ンパワメント尺度として【主体的に行動する】、

【関係性を維持する】、【知識や技術の習得】、【介
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護への肯定的感情】、【介護への意識・結果・期待】、

【頼れる存在がいる】の 6 構成概念 18 項目が抽

出された。 
訪問看護師に対する半構造化面接の結果、家族

介護者のエンパワメント尺度として【自己管理し

ながら介護する】、【療養者のことを大切に思って

いる】、【知識や技術の習得】、【介護への満足感】、

【介護への思い】、【必要なときは、誰かを頼るこ

とが出来る】の 6 つの構成概念および 24 の項目

が抽出された。家族介護者のエンパワメント尺度

の構成概念および項目案を明確にするために「文

献レビュー」および「訪問看護師に対する半構造

化面接」の結果を意味の類似性、相違性を意識し

て統合し、有識者によるコンセンサスメソッドの

のち、最終版構成概念および項目案を作成した。

最終的に、家族介護者のエンパワメント尺度を

【自分の健康を保つ】、【療養者と良好な関係を築

く】、【介護することを覚悟する】、【介護に必要な

知識や技術を習得する】、【日常の介護において、

自分で判断して行動する】、【他者の力を借りる】、

【介護を肯定的に捉える】の 7 構成概念および 28
項目案による最終版とした。その結果を表 1 に示

す。また、家族介護者のエンパワメントを「自分

の健康を保ちながら、知識や技術を習得すること

によって、自分で判断して介護をし、必要なとき

には他者を頼ることで、徐々に安定した介護生活

を送る過程」と定義した。 
2．．デデルルフファァイイ法法をを用用いいたた質質問問紙紙調調査査 

第一回調査の対象は、訪問看護師経験年数が平

均 13 年（中央値 15）、返送は 11 件（返送率 11%）、

A 判定が 23 件（82%）、B 判定が 1 件（3%）、C 判

定が 4 件（14%）であった。「1．自分自身の体調

管理を心がけている」は自由記述欄より「定期的

に健康診断を受けている」という表現に修正した。

「5．療養者とのこれまでの良好な関係を振り返

る機会がある」は自由記述欄より、家族介護者と

療養者の関係が、必ずしも良好でなくとも介護を

している人もいるということから「5．療養者との

これまでの関係を振り返る機会がある」という表

現に修正した。「11．療養者により良い生活を送っ

てもらいたいと思っている」は自由記述欄のより

「療養者が安心して生活を送ってもらいたいと

思っている」に修正した。「12．最後まで介護をや

りきりたいと思っている」は B 判定だったが、先

行研究により、最後まで在宅ケアをやり遂げたと

いう充実感は、死別後の介護者の生活の再構築に

繋がる自己肯定感となっている 9）ことが明らかと

なっており、家族介護者のエンパワメントには重

要な要素であると考えたため残すこととした。そ

して、自由記述欄より、希望しても最後までやり

切ることができない状況も考えられるため「でき

るかぎり、最後まで介護をやりきりたいと思って

いる」という表現に変更した。「17．日常の介護に

おいて自分で判断して行動している」「25．介護に

より励まされている」「27．介護は自身の成長につ

ながっている」「28．介護に自信をもっている」は

C 判定だった。これらは重要であるが、質問の意

図がわかりにくいと判定されたものである。「17．
日常の介護において自分で判断して行動してい

る」は、自由記述欄より、家族介護者が自身で判

断していることを大切にしたいと考え「日常の介

護においてまず必要なことをまず自分で判断し

ている」に修正した。そして、家族介護者の回答

のしやすさを検討して【他者の力を借りる】は、

項目案の順序を変更した。「28．介護に自信をもっ

ている」は、自由記述欄と介護にポジティブな面

も含めたいと考え「自分は介護をうまくやれてい

るほうである」とした。「25．介護により励まされ

ている」「27．介護は自身の成長につながっている」

は、研究者間で検討を重ねた結果、このままでも

意図が伝わると判断し、修正を行わなかった。第

一回調査において、修正した項目案を赤色の文字

で表 2 に示す。 
第二回調査では、訪問看護師経験年数が平均 9

年（中央値 5）、返送は 6 件（返送率 5%）、A 判定

が 25 件（89%）、C 判定が 3 件（11%）であった。

「1．定期的に健康診断を受けている」「2．休息が

とれている」「28．自分は介護をうまくやれている

ほうである」は C 判定であった。「1．定期的に健

康診断を受けている」は修正をしたが、C 判定と

なったため自由記述欄を参考に研究者間で再度

検討し「自分自身の体調管理を心がけている」と

いう元の表現に戻すこととした。「2．休息がとれ

ている」は、第一回調査では A だったが、第二回

調査では C となった。自由記述欄を参考に「睡眠

がとれている」という表現に修正した。「28．自分

は介護をうまくやれているほうである」は、第一

回調査より修正したが C 判定のため検討した結

果、修正しないこととした。 
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構構成成概概念念 質質問問項項目目案案 

①①自自分分のの健健康康をを保保つつ 

① 自分自身の体調管理を心がけている 
② 休息がとれている 
③ 息抜きの時間がもてている 
④ 自分自身の楽しみの時間がある 

②②療療養養者者とと良良好好なな関関係係をを築築くく 
【【関関係係性性をを維維持持すするる】】【【療療養養者者ののこことと

をを大大切切にに思思っってていいるる】】 

① 療養者とのこれまでの良好な関係を振り返る機会が 
  ある 
② 療養者を大切に思っている 
③ 療養者の思いをしっかり聞いている 
④ 自分の思いを療養者に伝えている 

③③介介護護すするるここととをを覚覚悟悟すするる 

① 療養者の介護には自分の力が必要だと思っている 
② 療養者の希望をなるべくかなえたいと思っている 
③ 療養者により良い療養生活を送ってもらいたいと思 

っている 
④ 最後まで介護をやりきりたいと思っている 

④④介介護護にに必必要要なな知知識識やや技技術術をを習習得得

すするる 
【【知知識識やや技技術術のの習習得得】】【【知知識識やや技技術術のの

習習得得】】 

① 療養者の疾患・障害に関する知識がある 
② 介護に必要な社会資源の知識がある 
③ 介護に必要な技術を身につけている 
④ 自分なりに工夫して介護している 

⑤⑤日日常常のの介介護護ににおおいいてて、、自自分分でで判判

断断ししてて行行動動すするる 
【【主主体体的的にに行行動動すするる】】【【必必要要ななとときき

はは、、誰誰かかをを頼頼るるここととがが出出来来るる】】 

① 日常の介護において自分で判断して行動している 
② 日常の介護において療養者に起こり得る危険を知っ   

ている 
③ 援助を要請する必要がある療養者の体調変化がわか  

る 
④ 自分で対応できない時の連絡先を知っている 

⑥⑥他他者者のの力力をを借借りりるる 
【【他他者者のの力力をを借借りりるる】】【【必必要要ななとときき

はは、、誰誰かかをを頼頼るるここととがが出出来来るる】】 

① 他者に介護の相談をしている 
② 社会資源を活用している 
③ 周囲の人に介護からの支援を求めている 
④ 専門職からの助言を求めている 

⑦⑦介介護護をを肯肯定定的的にに捉捉ええるる 
【【介介護護へへのの意意識識・・結結果果・・期期待待】】【【介介護護

へへのの思思いい】】 

① 介護により励まされている 
② 介護生活に満足している 
③ 介護は自分自身の成長につながっている 
④ 介護に自信をもっている 

表 1 家族介護者のエンパワメント尺度の構成概念および項目案の最終版 
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表 2 質問紙調査の結果  

構構成成概概念念 番番号号 質質問問項項目目案案 第第一一回回 第第二二回回 
自自分分のの健健康康をを

保保つつ 1 定期的に健康診断を受けている A C 

 2 休息がとれている A C 

 3 息抜きの時間がもてている A A 

 4 自分自身の楽しみの時間がある A A 
療療養養者者とと良良好好

なな関関係係をを築築くく 5 療養者とのこれまでの関係を振り返る機会がある A A 

 6 療養者を大切に思っている A A 

 7 療養者の思いをしっかり聞いている A A 

 8 自分の思いを療養者に伝えている A A 
介介護護すするるこことと

をを覚覚悟悟すするる 9 療養者の介護には自分の力が必要だと思っている A A 

 10 療養者の希望をなるべくかなえたいと思っている A A 

 11 
療養者に安心して生活を送ってもらいたいと思って
いる 

A A 

 12 
できるかぎり、最後まで介護をやりきりたいと思っ
ている 

B A 

介介護護にに必必要要なな

知知識識やや技技術術をを

習習得得すするる 
13 療養者の疾病・障害に関する知識がある A A 

 14 介護に必要な社会資源の知識がある A A 

 15 介護に必要な技術を身につけている A A 

 16 自分なりに工夫して介護している A A 
日日常常のの介介護護にに

おおいいてて、、自自分分でで

判判断断ししてて行行動動

すするる 

17 
日常の介護において療養者に起こり得る危険を知っ
ている 

C A 

 18 
援助を要請する必要がある療養者の体調変化がわか
る 

A A 

 19 日常の介護に必要なことをまず自分で判断している A A 

 20 自分で対応できないときの連絡先を知っている A A 
他他者者のの力力をを借借

りりるる 21 他者に介護の相談をしている A A 

 22 社会資源を活用している A A 

 23 周囲の人に介護の支援を求めている A A 

 24 専門職からの助言を求めている A A 
介介護護をを肯肯定定的的

にに捉捉ええるる 25 介護により励まされている C A 

 26 介護生活に満足している A A 

 27 介護は自分自身の成長につながっている C A 

 28 自分は介護をうまくやれているほうである C C 
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表 3 質問紙調査の自由記述 

項項目目案案 第第一一回回調調査査 第第二二回回調調査査 
1．． 自自分分自自身身のの体体調調管管

理理をを心心ががけけてていいるる 
定期的な診察 or 健康診断を受けている等

の表現の方がわかりやすいのではないか 
必ずしも健康診断ではなくと

も良いのではないか 

2．．休休息息ががととれれてていいるる  
もう少し具体的な言葉で表現

した方が区別しやすいように

思う 

5. 療療養養者者ととここれれままででのの

良良好好なな関関係係をを振振りり

返返るる機機会会ががああるる 

良好な関係だけではなく様々な事を乗り

越えてきたという体験も重要なのではな

いか 
 

11. 療療養養者者にによよりり良良いい

生生活活をを送送っっててももらら

いいたたいいとと思思っってていい

るる 

・”療養者により良い生活を送って”という

表現より療養者が希望する生活という

表現の方がわかりやすい 
・安全で安心して日常生活を送って頂きた

い 

 

13. 療療養養者者のの疾疾病病・・障障害害

にに関関すするる知知識識ががああ

るる 
14. 介介護護にに必必要要なな社社会会

資資源源のの知知識識ががああるる 
15. 介介護護にに必必要要なな技技術術

をを身身ににつつけけてていいるる 

他者でサポートできるのであまり重要で

はない 
 

12. 最最後後ままでで介介護護ををやや

りりききりりたたいいとと思思っっ

てていいるる 

最後までやり切りたい気持ちはあるが、施

設入所等になればそれは仕方のないこと

だと思う 
 

17. 日日常常のの介介護護ににおおいい

てて自自分分でで判判断断ししてて

行行動動ししてていいるる 

自己流で間違った判断の場合悪影響とな

る 
 

28. 介介護護にに自自信信ををももっっ

てていいるる 

介護者としては常にベストを目指してい

るが、要介護者の満足度が得られない場合

がある 
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Ⅳ．．考考察察 
  既存の家族介護者エンパワメントの尺度には、

療養者に重きが置かれており、家族介護者に関す

る項目を含んだものは少ない。本研究における包

括的な家族介護者エンパワメントの構成概念お

よび項目案には【自分の健康を保つ】の構成概念

に現れているように、家族介護者が、自分自身を

大切にする要素が含まれている。先行研究による

と在宅介護を継続するためには、主介護者の健康

を守るための援助を行うことで、主介護者が介護

を肯定的に捉えることができる 10）ことや、主介護

者が、ゆとりをもつことができるよう、介護から

離れ気分転換する機会を確保し、そのことが、周

囲からも支持されるようにする援助が重要であ

るとも言われている 11）。本研究では、訪問看護師

への半構造化面接により、【自己管理しながら介

護する】という構成概念が得られ、在宅介護を継

続するためには、療養者だけでなく、家族介護者

が、自分自身を大切にすることが重要であること

が明らかになった。 
 また、自由記述欄に「他者でサポートできるの

であまり重要ではない」という意見があるように、

全てのことを家族介護者が完璧にできる必要は

ないと考えられる。点数の低い部分は、訪問看護

師などの専門職がカバーし、どのようなサービス

を提供すれば、家族介護者と療養者が在宅介護生

活を継続できるのか、そのケアやサービスは、家

族介護者のエンパワメントにどのようにつなが

っているのかを確認するための資料となる 
 
Ⅴ．．結結語語 
 本研究では、包括的な家族介護者のエンパワメ

ント尺度開発のために、文献レビュー・インタビ

ュー・質問紙調査を行った。その結果、家族介護

者自身の要素を含んだ家族介護者エンパワメン

ト尺度が得られた。 
本研究の限界として、回収率の低さがあげられ、

デルファイ法を参考にした専門家集団による評

価には限界があったと言える。しかし、文献レビ

ューによって既存の家族介護者のエンパワメン

ト尺度から共通性のあるものを抽出でき、訪問看

護師に対する半構造化面接により、文献レビュー

で得られた家族介護者のエンパワメントの構成

概念および項目案を補強することができたと言

える。今後は、高齢者を介護している家族や重症

心身障害児を介護している家族など、様々な疾患

の療養者を介護している家族介護者を対象に調

査を行い、包括的な家族介護者のエンパワメント

尺度の開発に向けて項目を洗練し、信頼性・妥当

性を検証していく必要がある。また、2 回調査の

結果C判定となった項目も再度妥当性を検証する

必要がある。 
 
利利益益相相反反 
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産前から児童虐待リスクを探索する公衆衛生看護技術―アセスメントツールのみで査定できない違

和感より― 

規家美咲・小出恵子・岡本玲子･･･････････････････････････････････････････････ 

 

  

研研  究究  報報  告告 

  暴力リスクのある精神科入院患者への看護師長の予防的対応から看護師が得た体験 

髙橋建司・大達 亮･････････････････････････････････････････････････････････ 

 

    医療の安全につながる患者の医療参加に関する65歳以上の市民への質問紙調査 

              谷地季子・大村優華・辻本朋美･･･････････････････････････････････････････････ 

 

    九州地区訪問看護事業所看護師が関わる地域在住者に役立つアドバンス・ケア・プランニング 

認知度とその関連要因：横断的研究 

              森木友紀・竹下悠子・勝久美月・齊前裕一郎・藤井美咲・糀屋絵理子・竹屋 泰････ 

 

    特定保健指導におけるエビデンスに基づく教材活用の公衆衛生看護技術:質的研究 

              村山加那子・村吉里恵子・岡本玲子････････････････････････････････････････････ 

 

    発達障害児の親に対する就学移行に向けた公衆衛生看護技術：質的研究 

              荒木 望・村吉里恵子・岡本玲子･･････････････････････････････････････････････ 

 

  虐待死亡検証報告にみる0歳31事例への自治体と保健師の対応課題 ～実装研究統合枠組みを用いた

分析～ 

              阿波屋咲季・小出恵子・岡本玲子･･････････････････････････････････････････････ 
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